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９ タイ         The Kingdom of Thailand 

 

<2005年>  

人口 6,511万人 財政会計年度 10月～９月

(日本の約１/２)
為替制度 管理フロート制

一人当たりＧＤＰ 2,713 ドル 通貨  バーツ

産業構造(ＧＤＰ構成比) １次産業  9.9％
1米ドル＝40.2バーツ

２次産業  44.1％ 面積 51.3万k㎡ (日本の約1.4倍)

３次産業  46.0％

 経済成長率
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＜2006年の経済＞ 

2006年の経済成長率は、４％台半ばになるものと見込まれる（政府見通し4.2～4.7％、民間

機関９社の平均4.4％（06年10月時点））。民間機関の見通しは、半年前（06年４月時点4.9％）

に比べ、下方修正されている。 

06年前半の経済成長率は、１～３月期は前年同期比6.1％、４～６月期は同4.9％となった。

１～３月期の経済成長率の加速は、スマトラ島沖大地震による津波の被害から大幅に減速した

前年同期の反動によるところが大きく、景気の拡大は緩やかになっている。外需中心の成長と

なっており、輸出はＩＴ関連財、自動車・同部品等を中心として増加している。一方、内需に

ついては、民間投資は06年１月以降の政治的混乱や数次に渡る金利の引上げ等から、投資マイ

ンドが悪化し伸びが鈍化している。個人消費は堅調に推移し景気を下支えしたものの、消費者

物価の上昇等から伸びは低下した。物価動向については、消費者物価上昇率は原油価格高騰の

影響を受けた輸送コスト等の上昇により、06年前半を通じて前年比６％程度で推移したものの、

その後同３％程度に低下している。 
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95～04年 2005年 2006年 2007年 民間機関

政府 ＡＤＢ ＩＭＦ 政府 ＡＤＢ ＩＭＦ

実質ＧＤＰ 前年比％ 3.2 4.5 4.2～4.7 4.2 4.5 4.8 4.0 5.0 実質ＧＤＰ

  個人消費 同上 3.1 4.4 3.8 ― ― ― ― ― 2006年

  固定資本投資 同上 ▲ 3.5 11.2 4.3 ― ― ― ― ― 平均　4.4

製造業生産 同上 6.1 9.0 ― ― ― ― ― ― 最大　4.7

消費者物価 同上 3.4 4.5 4.5～4.7 4.5 4.9 3.5 3.5 2.6 最小　3.9

失業率 ％ 2.7 1.9 1.8～2.0 ― ― ― ― ―

経常収支 億米ドル ▲ 36.7 ▲ 13.0 ― ▲ 15.5 ― ― ▲ 27.5 2007年

(ＧＤＰ比) ％ (▲ 2.1) (▲ 0.6) (▲ 0.5) (▲ 0.8) ― (▲ 2.0) (▲ 1.3) 平均　4.4

財政収支 億米ドル 4.2 ― ― ― ― ― ― 最大　4.9

(ＧＤＰ比､年度) ％ ( 0.2) ― ― ― ― ― ― 最小　3.9

政府債務残高 億米ドル 453.4 ― ― ― ― ― ―

(ＧＤＰ比､年度末) ％ ( 25.7) ― ― ― ― ― ― （９社）
(備考) 1．タイ中央銀行、ＩＭＦ“International Financial Statistics”、“Government Finance Statistics”、ＡＤＢ“Key Indicators”。
　  　      　政府見通しは2006年はタイ国家社会経済開発庁、2007年は2007年度予算閣議決定時の政府発表、

　　　　ＡＤＢは“Asian Development Outlook 2006 UPDATE”（2006年９月）、ＩＭＦは“World Economic Outlook”（2006年９月）による。

　　　 2．財政収支は年度（10～９月）ベース。

タイの主要経済指標

 
なお、タイでは06年９月19日に政変が発生し、政変以後はスラユット暫定首相が政権運営を

行っている。政変発生の金融市場への影響は限定的であり、株価、為替ともに小幅な下げにと

どまった。 

 

＜2007年の経済見通し＞ 

2007年の経済成長率は４％台になると見込まれる（政府見通し4.8％、民間機関９社の平均

4.4％（06年10月時点））。 

成長を支える要因としては、消費者物価上昇率の落ち着きによる個人消費の堅調な推移、政

府支出の増加のほか、政治の安定化による民間投資の改善が期待されることが挙げられる。一

方、世界経済の減速による外需の鈍化が懸念されるほか、下方リスクとしては、今後も不安定

な政治状況が長期化した場合の投資の鈍化が挙げられる。 

 

＜財政金融政策の動向＞ 

2006年は、政治的混乱から政府による大規模なインフラ整備計画（メガ・プロジェクト）が

一時中断しており、また06年10月から始まる07年度予算についても成立が遅れていた。政府投

資支出の遅延による景気への悪影響が懸念される中、政変後に発足したスラユット暫定政権は、

07年度予算の早期の執行を目指しており、06年10月17日の閣議においてその大枠を決定した。

06年内の成立と07年１月からの執行を予定しており、政変以前の見通しからは６か月程度早い

執行となる。内容をみると、歳出は１兆5,200億バーツ、歳入は１兆4,200億バーツとなり、財

政赤字は1,000億バーツ（ＧＤＰ比1.2％）が見込まれている。政府は07年には輸出が06年より

鈍化する見通しを示しており、赤字予算による政府支出の増加により景気の下支えを行うとし

ている。また、前政権の経済政策や投資計画については、見直しをした上で必要に応じて執行

するとしている。 

金融政策については、原油価格の高騰と物価上昇率の高まりを受け、タイ中央銀行は政策金

利である14日物レポ金利を04年８月以降、断続的に引き上げてきたが、06年７月からは物価上

昇の落ち着きを受けて据え置いており、06年10月時点では5.0％となっている。 
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